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総会報告要 旨

集合数詞 に よ る 演箪 に っ い て

浦 　　i井 康　 　男

　集合数詞 は ，現代 ロ シ ア 語で は あま り使

わ れ ない が ，古代 ス ラ ヴ，古代 ロ シ ア 語で

は ， 「二 億 三 倍 1，「二 種類，一三種 類」 の

意義を 持ち，比較的使われ る こ とが 多か ・
，

た
。 又名詞と の 結合 も多様 な 形 を 示 し て

い る 。 例えば ，複数集合数 詞 一ト複 数 名 詞

（TPOH ・canorld ）， 単数集合数詞 一ト複数集合

名言司　（nHTepo 　KpeCThflHT ・），　単萎動集合数

詞 ＋単数名詞 （ABOg 　Pbi6a）等で ある 。

本発表（・
’
1， これ らの 複雑な形態論白勺構成

に 対 し て ， 集合 と して の 全体性 と ， 成員と

して の それ らの 個別性を考えた 一
般的な演

算 モ デ ル を つ くり，
こ れ ら の 集合数詞 の 演

算が ， どの タ イ プ の 演算 モ デ ル に 対応す る

か を 考察 した もので ある 。

　結論 と して は ， TPOH 　cauorH は 掛算に

対応し，nBOH 　 PbI6a は 割算に 対応す る 。

又 朋 Tepo 　 KpecbH 肌 と nHTb 　 KpecTL −

fiHHHOB5 で は ， そ の 演算の 基礎に
， 名詞に

お け る　collectif ・singulatif の 対立 が要求

され る こ とを 明らか に した
。

　 さ らに こ の 発表で は ， 集合数詞 と名詞 の

多様な構成が，近代 ， 現代 ロ シ ア 語で 整理

され て い く過程をた ど り，それ ぞれ の形態

論的変化の 原因を考え て い る 。 例 え ば ，

TP 〔翌 caHo
璽

→ TP （餮 canor で は ・ 数詞

2 ， 3 ， 4 十 名詞単数生格 の 構成 の 定着が

関連 し，叉 册 0 ∬ Pbi6a に 対 して は ，す で

に 古代 ロ シ ア 語で TPH 　co6bCTBa の 形 が

あ る こ とか ら，某 数詞の 代用が以前か ら行

われて い た と考え ら．れ る 。

　Nll ・flTep 。　 KpeCTNIIIb ／ff”Tb 　 KpeCTb −

flHHHOBT ， で は 1 過渡的力：形 として，　 nHTb

yenOBhKrb　 l〈peCTbfil［5 カ 考え られ ， こ の

構成で collectif−sin寒ulatif の 対立が 消 え

た と．考え られ る 。

　なお こ の 発衷の 原稿礫 ， 古代 ロ シ ア 研 究

第十 三 号に 掲載を予定 して い るの で ，詳し

くは そち らを参照せ られた い
。

ドス トエ フ ス キ イ の 《告 白》 プ ラ ン

鬮 松　 　夏 紀

　 《告ド『形式に 絶えず心薫 か れ た 》 （モ チ

・・一
リス キ イ ）　ド ス ト エ フ ス キ イ の 作品 に

お け る 《告 自》の 問題を検討す る場合，作

・
呂の 伝｝1己的 レ ヴ 、「・ル と形式的幇 レ ヴ ェ ル 等

とが 考慮され なけれ 1’　t
’
な らな い が， こ こ で

は llに後者の レ ヴ T ．ル で 論 じる 。 前者か ら
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後者を抽出す る ， つ ま り，作者の 個人的な

体験 の
．
告白を作品に読み 取 る に しろ ， 後者

で の 諸論拠を前者に お い て 求め る ， す なわ

ち ，作品論 を伝 記的事実に よ っ て 正当化す

るに しろ ， 作品 の 豊 か さを伝 記の 枠組み で

限定 し て しま う こ とに な る か らで ある 。

　 しか し，創作史の 領域で は ，
こ れ e）　1［tTj　1／

ヴ ．T ．ル が複雑微妙に 絡 ま り合 う。 その 微妙

さは，書簡の 資料的位置づ けに も通 じる も

の で あ る 。 霽簡は ，作家の 日常に 関わ る と

同時に 私的 レ ヴ ニ ル で の 創作に も関わ る か

らで ある 。

　 こ の 前提か らすれ ば ， ドス トエ フ ス キ イ

が 「告白」 と い う長 篇小説 の プ ラ ン を 持 っ

て い た （1859年 10月 9 日付，兄 ミ ハ イ ル 宛

書簡）の は興味深い
。 『罪と罰』 の 創 作 史

に 組み 込 まれ ， そ の ゾ ロ ト タ イ プ と見倣 さ

れ る （グ ロ ス マ ン 等 ） こ の プ ラ ン は ， 『罪

と罰』 を 《告白》 の 面か ら把握する の に 極

め て 示唆的で ある か ら ，
こ こ で も 『罪 と

罰』を 中心 に 論 じる の で は あるが ， そ れは

お そ らく， ドス トニ フ ス キ イ の 全創作に
’4，

通底 し て い る プ ラ ン で あ るだ ろ う。

　 『罪 と罰 』で は，懺悔す べ ぎ ラ ス コ
ー

リ

ニ コ フ が む しろ，懺悔聴問 僧の 役割 を果 し

て い る の が特徴的で ある 。 ラ ス コ
ー

リ ニ コ

フ は ， 様 々 な る人物の 告白 の 聴 ぎ手 と な

る 。

　殺人 以前に は ，
マ ル メ ラ

ー
ドフ の 告白的

饒舌の 聴き手 とな り，それ に よ っ て 殺人以

後 ソ ー一　＝ ヤ に 引 き寄せ られ る
。

　犯罪事実の 告白を 聞か ぜ る こ とに な る ソ

ー
ニ ャ に 対 して は ， ラ ス コ

ー
リ ニ コ フ は 告

白者の 位置に い る が，「ラ ザ ロ の 復活」を

ソ ー
ニ ャ が っ っ か えつ っ か え読む時， ラ ス

コ ー
リ ニ コ フ は ， ソ ー 二 ・・の 信仰告 白の 聴

ぎ手 に な る。

　 ポ ル フ ィ
ー リイ の 雄弁 も，

ス ヴ ィ ド リ ガ

イ ロ V の 饒舌 も， それ ぞれ 下心あ っ て の こ

とで ある の だが，そ の 下心 を は るか に 逸脱

して し ま っ て ，それ に よ っ て ほ とん ど自己

告白の 域に 達 して い る の は 明らか だ 。 と り

わ け ，
ス ヴ ィ ドリガイ ロ フ は，告白 の 極限

に 至る 。

　 さら に 特徴的な の は ， ラ ス コ ー リ ニ コ フ

に と っ て最 も肝心 な事 と思われ る とこ ろ が

テ キ ス ト面 に 現われ ない こ とで ある 。 それ

は ， 最終的 に 自酋の 決意を固め るに 至るプ

ロ セ ス で あ る 。 テ キ ス ト面に 現わ れ て い る

の は ， ス ヴ ィ ド リ ガ イ ロ フ の 自殺行 な の で

ある 。

　 しか しな が ら，
こ の種 の諸特徴に もか か

わ らず ， 『罪 と罰』の ほ ぼ 全 テ キ ス トが ，

ラ ス コ ー リ ニ コ フ の 告白の 書に な っ て い る

の だ 。

　流刑地 シ ベ リア に 至 っ て もなお悔悟 し得

て い な い ラ ス 7 一
リ ニ コ フ は ， 自分 の 過 去

の 全行為を あ らゆる細部 に わ た っ て 再吟味

す るの だ が ，
こ の思索の テキ ス ト，或い は

こ の 思索に よ っ て形成 され るべ ぎテ キ ス ト

は即 ， 読者が そ こ まで 読ん で 来た テ キ ス ト

以外の もの で は あ り得な い 。つ ま り，読者

に よ っ て読 まれ て 来た テ キ ス トは即 ， f乍品

内に お い て ラ ス コ ー
リ ニ コ フ に よ っ て思 い

返 され る こ とで 形成 され る テ キ ス トなの で

ある 。 それ は ，刑事事件の プ ロ セ ス の 正確

度 とし て は，テ キ ス ト面 に現われ ない 法廷

で の 陳述に近い もの か も知れな い が ， 思い

返 され る テ キ ス トと し て の 徴候はす で に 頻

繁に 随所 に 置か れ て い る。

　例 えぽ，第 1 篇の 5 ， リ ザ ヴ tr−一タ の 不

在を偶然聞 きつ け る と こ ろ で は ， 《後に な

2 エ ， 彼が こ の 時 の こ とを ，こ の 二 ・三 日

の 間に 彼の 身に 起 っ たす べ て の こ とを，・一

分刻み，一
秒刻み ，

一
瞬の こ とに 至 る まで

想 い 返 した とき， あ る
一

つ の 事情が ， ほ と

ん ど迷信に 近 い くらい 彼 の 心 を震憾する の

だ っ た 。 とは い え ， それ は実際 の とこ ろ異
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常な こ とで もなか っ た の だが，後に ，い つ

も何か 運 命の 予定 の よ うに 感 じ られ た の だ

っ た 。》（30巻全集 ， 第 6 巻， p．50， 下線は

国松）

　 《後に な っ て 》に類 した 言葉 と 《想 い 起

す》に 類 し た 言葉 と の 組み 合わ せ ぽ こ れ 以

後頻出す る こ とに なる （第 2 篇 の 1 ， 2 ，

第 4 篇の 4 ，第 6 篇の 1 ……
等 々 ）が ，

こ

の 《後》が 1
．
・
っ の 時点か は は っ き

一
りしない

ま まそれ は ，
；r一ピ ロ ーグ の シ ベ リア に お け

る ラ ス ＝
一

リ ：・ コ フ の 思索 の 時 に 収 斂す

る 。

　 こ の よ うな微侯に よ ’
・ て ， む しろ ラ ス コ

ー
リ ニ コ フ 以外の 入 々 の 告自に満た され て

い た か に 思われ た テ ：1＝　7x ト は， エ ビ P 一 グ

に お い て ラ ス コ
ー

リ ニ コ フ の 告白の テ キ ス

トに も変 じる の で あ り， こ の 《告白》に よ

っ て こ そ 《復活》 の 奇蹟も生 じ得る の だ が ，

こ の 言わ ば 《テ キ ス トの パ ラ ド ク ス 》 1よ，

ドス トエ フ ス キ イ の 創作に あ っ て 最 も特徴

的な こ とで あ る 。

チ ェ
ー

ホ フ の 創作過程

一．一一『三 年』 の 場 合

望 月
’

匱 子

　 ユ891年 3 月南欧旅 行へ 出発す る際に ，チ

ェ
ーホ ノ は

．・一
騰の 剄 1長を 用意 した 。

t れ が

死 の 年 まで書 き続け られた 『手帳』 の 第
一

で ， 四冊 ある手帳の うち，内容的に も量的

に も最 も重要な もの で ある 。 チ ェ
ー

ホ フ は ，

rい い なずけ』な ど僅か な例外を除 い て ，

作品 の 創作過程を直接示す草稿な どの 賛料

は残 さなか っ た 。 手帳が重視される の は ，

その た め で ある
。

　 『三 年』（1895年発表）に 関す る メ モ は ，

手帳 1 の 前半 に 約 200 項 〔あ るが，一
作品

の メ モ と し て は 最 も多 く，時期 も 4 年に渡

っ て い る 。 しか し ， そ の 項 目は どれ も非常

に 短 い （2 語一 67語）。 そ の うえ ， 隣接 す

る メ モ の 開に は 、何 の 関連 も見 られな い
。

同 じペ ージ に 他 の 作品 の メ モ も混 じ っ て い

るほ どで ， メ モ の 並 び方に は ， どん な視点

か ら も秩序は 見 出せ な い
。

つ ま りメ モ はす

べ て 断片的で ， それ ぞれ に 独 立 して い る の

だ 。 事件の 経過 とか ， 章 の 構成 とい っ た 意

1朱で の プ ラ ン は、手帳の段階で ぽ 考慮 され

て い ない
。

　 こ の よ うな手帳 の 誌み方 び）
．・
例と して ，

ポ ポ ー
フ は 『−1年』 の メ モ を 匕つ に 分類 し

たCl）
。 それ に よる と ， 発場人物 の 《性格描

写》や ， 人物鬨係を示す 《シ チ s ＝ 一
シ ョ

ソ 》な どの 静的な要素が圧倒的に 多 く，作

品 の 筋を展開 させ る 《エ ピ ソ ー ド》は少な

い
。 デ ル マ ン は ， チ ー・．一ホ フ の 歩 み を ，

r面 山 くて 効果的な筋 鬻：か ら， 筋の な い 方

向へ ，ある い は極端 に 簡略化 され た 筋の 方

向へ 進む過程」 と して 捉 え た が（2）
， 《エ ピ

ソ
ー

ド》の 少な い 手帳の 性格は ，作品 の発

想 の 段階 で も， 筋書は 二 次的役割 しか 果 し

て い な い こ とを示 して い る 。

　創 作過程 を反 映 し て，『三 年』 は事件の

少ない 作品で ある 。 と こ ろが単調 な三 年の

間 に ， il人公 ラ ーブ チ ェソ 夫妻の 関係は 完

全 に 逆転す る
。 夫の 愛が冷め る の に 対 して ，

愛情な しで 結婚 した 妻の 方に は ，夫へ の 愛
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